インターンシップ成果報告書

　タイトル
自然科学教育部　博士前期課程　　　　　　　　　　　　　専攻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コース/教育プログラム
氏名：　　　　　　　　　　　（指導教員：　　　　　　　　）
受入機関：＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

所在地：＊＊県＊＊市
受入機関指導責任者：（役職）＊＊＊＊＊　（氏名）＊＊＊＊＊
期間：＊＊年＊＊月＊＊日～＊＊年＊＊月＊＊日
キーワード：３つ以上
本文＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
（記入例）

１）実習の目的とその内容：

インターンシップ先で、どのようなことを学ぶために、どのような内容の課題を

もらい取り組んだか。

２）実習成果：

取り組んだ課題に対して、どのような成果が得られたかなど。

３）感想：

　　今後、大学院修了までにどのようなことに取り組まなければならないと思ったか？

※ただし、実習前後に締結した契約書（機密保持契約書）などにより、または上記記入例の内容について実習先から記載不可の指示をいただいた場合は、下記のような内容に変更することもできます。

１）実習先の企業の概要、実習した部署の業務内容。

２）実習内容の概要（公開可能な範囲で）。

３）実習後に感じたこと、またそこを踏まえて自己研鑽に役立てたこと。

　　例：○○という企業は、○○というイメージが強く、これを根拠にインターンシッ
プ先を選んだ。しかし、実際の業務は○○が収益の○○％を占めるということを知
り、今後の企業研究では○○という観点から深く調べることが大事だと思った。ま
た、ヒット商品を開発し、多売することが収益の増加につながると考えていたが、
実習先では○○に力を入れており、これが結果として、○○ユーザーの○○を活性
化させているという実例を経験できた。
　（注意）報告書の内容について、実習先に公開可であるのか確認をしてから提出してください。　　　　　　 書式は不問ですが、公開可の根拠となる書面（メール可）の提示を求めることがあります。
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